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テーマ｜“ゆいまーる”による伝統的な街並み景観の修復事業　その２

地域の概要｜白保村（石垣市字白保）は、石垣市（人口 4万 9千人）の東部（石垣島の南東部）

に位置する1,600 人ほどが暮らしている集落である。村の東に広がるサンゴ礁は世界的に知

られ、2007 年には国立公園海中公園地区に指定されている。

　1979年に発表された新石垣空港建設計画に端を発する一連の空港問題では、「賛成」「反対」

で村を二分する困難な時代もあったが、1995 年には一つにまとまり、村の団結に向けて公

民館活動が進められている。

　白保村は、石垣島一の農地面積を誇り、古くから農業・畜産業が盛んである。また、文

化や芸能活動も活発で、公民館を中心に、豊年祭やハーリー祭、種子取祭などの伝統行事

に取り組んでいる。石垣、福木、赤瓦などの伝統的な集落景観が多くの人々を魅了し、島外、

特に他県からの移住者が増加している。新規住民が増加し、価値観やライフスタイルの多

様化が進む中で、新たな村づくりが課題となっている。

活動の概要｜まちなみ景観、周辺農地の修景作業を居住者の協力により行った。集落の中

で神事などに利用される 2つの通り（カンヌミチとンマガミチ）については、石積みの崩れ

た場所の修復、新たな石積みの実施、ブロック塀の緑化等を行った。また、農と緑の風景

づくりとして小中学生による植栽等を行った。さらに、伝統的な景観保全の継承を願い、「ゆ

らてぃく文庫」を開設し、子ども達への読み聞かせ活動を実施した。



96　　沖縄県石垣市 97白保村ゆらてぃく憲章推進委員会　



98　　沖縄県石垣市 99白保村ゆらてぃく憲章推進委員会　



100　　沖縄県石垣市 101白保村ゆらてぃく憲章推進委員会　



102　　沖縄県石垣市 103白保村ゆらてぃく憲章推進委員会　


